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日 時   令和元年１１月２０日（水） ３校時（１０：５０～１１：４０） 

 

場 所   呉市立昭和北中学校 体育館 

 

学 年   第３学年４・５組（男子４２名） 

 

中学校学習指導要領解説保健体育編（平成２０年９月）において,器械運動第３学年は,

第１学年及び第２学年の「技がよりよくできる」ことをねらいとした学習を受けて,第３学

年では,「自己に適した技で演技する」ことを学習のねらいとして示されている。 

 したがって,技ができる楽しさや喜びを味わい,器械運動の学習に自主的に取り組み,よい

演技を讃えることなどに意欲をもち,健康や安全を確保するとともに,挑戦する技の行い方

や自主的な学習を行う上で必要となる運動観察の方法などを理解し,自己に適した技を見付

けるなど,自己の課題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにすることが大切である。 

 

跳び箱運動の主な技の例示 

系 グループ 
基本的な技 

（主に中１・２で例示） 
発展技 

切り返 

し系 

切り返し 

跳び 

開脚跳び 

かかえ込み跳び 

開脚伸身跳び 

屈身跳び 

回転系 回転跳び 前方屈腕倒立回転跳び 前方倒立回転跳び    側方倒立回転跳び 

  

跳び箱運動において,第３学年では,切り返し系や回転系の基本的な技を滑らかに安定し

て行うこと,条件を変えた技,発展技を行うことが求められる。 

 

 

 

 

単元について 

体育分野 第３学年 呉市立昭和北中学校 指導者   

   

 

 

 

 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 

「器械運動」  ～跳び箱運動～ 

コミュニケーション能力 知識と技能 自らへの自信 



跳び箱運動の事前アンケート（表１）を実施した。跳び箱運動の学習が①「楽しみ」，②

「仲間から認められることやアドバイスをもらうことはうれしい」と多くの生徒が回答して

いる。理由として，技ができた時の楽しさや喜びを味わえたことや認め合うことで互いの運

動意欲を高めながら積極的に取り組めたと感じていることがわかった。 

また，約半数の生徒が③「怖い」と回答している。理由として，自己や仲間の技の失敗経

験や跳び箱運動の感覚を忘れているからというものであった。 

第２学年次に実施した「開脚跳び」や「かかえ込み跳び」の技は，多くの生徒が習得でき

たが，「頭はね跳び」や「屈身跳び」，「前方屈腕倒立回転跳び」，「前方倒立回転跳び」の技

の習得には課題があった。 

第２学年次に経験した④「感覚つくりの運動」で基礎的・基本的な動きの感覚が身に付い

てきた経験から，その必要性を多くの生徒が感じていることがわかった。一方で⑤「技のポ

イントを十分に理解できていない」や⑥「課題解決のためのアドバイスや練習方法を仲間に

伝えることが苦手」と回答している生徒が多くいる。理由として，跳び箱運動の「技」の課

題を解決するための合理的なポイントを十分に理解できていないことから課題解決のため

のアドバイスや練習方法を相手に伝えることは難しいと感じていることがわかった。 

（表１）跳び箱運動の事前アンケート 

 アンケート内容 肯定的回答 否定的回答 

① 跳び箱運動の学習が楽しみだ。 ７８％ ２２％ 

② 
跳び箱運動の学習で，仲間から認められることやアドバイ
スをもらうことはうれしいと感じた。 

９４％ ６％ 

③ 跳び箱運動の学習が怖いと感じる。 ４３％ ５７％ 

④ 感覚つくりの運動で動きの感覚が身に付いた。 ９３％ ７％ 

⑤ 技のポイントを理解している。 ３７％ ６３％ 

⑥ 
課題解決のためのアドバイスや練習方法を仲間に伝える
ことが得意だ。 

４０％ ６０％ 

 

 跳び箱運動の学習を通して，技ができる楽しさや喜びを味わわせ，自己に適した技で演技

することに自主的に取り組めるよう，グループ学習や演技を行う際，互いに補助をさせたり，

仲間の動きをよく観察させる中で，それを伝え合わせながら自己の課題を発見させたい。そ

の際，互いに伝え合う時間の確保や運動観察のポイントを明確にした掲示物や学習カード，

技の課題を解決するための練習方法の提示，ICTの活用（見本となる動画や自分自身の動画）

などの工夫をしていきたい。 

 跳び箱運動が怖いと感じている生徒も約半数いるため，補助の配置や柔らかいマットの設

置など安全な場づくりと感覚つくりの運動や段階的な指導で基礎的・基本的な動きの感覚を

身に付けさせながら取り組ませたい。 

生徒について 

指導について 



＜単元の目標＞ 

（１）跳び箱運動では,切り返し系や回転系の基本的な技を滑らかに安定して行うこと,条

件を変えた技,発展技を行うこと。                  【技能】 

（２）跳び箱運動に自主的に取り組むとともに,よい演技を讃えようとすること,自己の責

任を果たそうとすることなどや,健康・安全を確保することができるようにする。 

【態度】 

（３）跳び箱運動の技の名称や行い方,体力の高め方,運動観察の方法などを理解し,自己

の課題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにする。 【知識,思考・判断】 

 

＜単元の評価規準＞ 

ア 運動への 
関心・意欲・態度 

イ 運動についての 
思考・判断 

ウ 運動の技能 
エ 運動についての 

知識・理解 
①跳び箱運動の学習
に自主的に取り組
もうとしている。 

②仲間のよい演技を
認め讃え,互いに
教え合おうとして
いる。 

③健康・安全の確保
などについて理解
し,自己の役割を
果たそうとしてい
る。 

①自己の課題に応じ
て,学習する技の合
理的な動き方の改善
すべきポイントを見
付けている。 

②自己の課題に応じ
て,適切な練習方法
を選んでいる。 

③仲間と学習する場面
で,仲間の動きと自
己の動きの違いなど
を指摘している。 

④技の完成度を高める
ための適切な練習方
法を選んでいる。 

①基本的な技の一連
の動きを滑らかに
安定させて行うこ
とができる。 

②切り返し系や回転
系の滑らかに安定
した基本的な技,
条件を変えた技,
発展技のいずれか
ができる。 

①跳び箱運動の技の
名称や行い方につ
いて,学習した具
体例を挙げてい
る。 

②跳び箱運動に関連
した体力の高め方
について，理解し
ている。 

③運動観察の方法や
発表会の仕方につ
いて，理解してい
る。 

 

 
次 時 学習内容 評価 
  学習内容（時数） 関 思 技 知 評価規準 評価方法 

一 

 
１ 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
 
 
 

課題の設定 
○オリエンテーシ
ョン 
単元の特性に触
れ，目標や学習計
画を確認し，学習
活動の見通しをも
つ 

○授業の進め方 
○感覚つくりの運
動について 

○基本的な技能の
再確認 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎ 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○ 
 
 
 
○ 
 
 
 
 
 
 
 

 
エ①跳び箱運動技の名称や行
い方について，学習した具
体例を挙げている。 

 
エ②跳び箱運動に関連した体
力の高め方について,理解
している。 

 
ア①跳び箱運動の学習に自主
的に取り組もうとしてい
る。 

 

学習カード 
行動観察 

単元の目標と評価規準 

指導と評価の計画(全１４時間) 



二 

 

 

 
３ 
４ 
 
 
 
 
 
 
 

 
５ 
６ 
 
 
 
 

情報収集（１） 

課題の整理・分析（１） 
 
○技の行い方や運
動観察の方法を
確認し,自己の課
題を見付けなが
ら基本的な技の
練習 

 
 
 

課題練習（２） 
 
○課題を解決しな
がら,自己に適し
た基本的な技の
習得と発展技へ
の挑戦 

 

 

 
 
 
 
 
〇 
 
 
 
 

 
 
 
○ 

 

 
 

◎ 
 
 
 
 
 
〇 
 
 
 
 

 

 
○ 

   

 

 
イ②自己の課題に応じて,適
切な練習方法を選んでい
る。 

ア②仲間のよい演技を認め讃
え,互いに教え合おうとし
ている。 

イ①自己の課題に応じて，学
習する技の合理的な動き方
のポイントを見付けてい
る。 

 
ア③健康・安全の確保などに
ついて理解し,自己の役割
を果たそうとしている。 

イ③仲間と学習する場面で,
仲間の動きと自己の動きの
違いなどを指摘している。 

学習カード 
行動観察 

三 

 

 
７ 
８ 
９ 
 
 
 
 
 

 
10 
11 

課題練習（３） 

本時２／３ 
 
○課題を解決しな
がら,自己に適し
た切り返し系や
回転系の基本的
な技,条件を変え
た技,発展技の練
習 

課題の整理・分析（２） 

 
○発表会へ向けた
技の選択と練習 

 

 

 
 
○ 

 

 

 

 
 
○ 
 
 
◎ 
 
 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 
○ 

  

 
 
ア②仲間のよい演技を認め讃
え,互いに教え合おうとし
ている。 

イ③仲間と学習する場面で,
仲間の動きと自己の動きの
違いなどを指摘している。 

イ④技の完成度を高めるため
の適切な練習方法を選んで
いる。 

ウ①基本的な技の一連の動き

を滑らかに安定させて行う

ことができる。 

学習カード 
行動観察 

四 

 
12 
13 
 

 

 

 
14 

まとめ・創造・表現（２） 

 
○発表会 
 
 
 
 

振り返り・評価（１） 
 
○確認問題 

   
 
◎ 

 
 
 

 

 
〇  
 
 
◎ 
 

 
 
ウ②切り返し系や回転系の滑
らかに安定した基本的な
技,条件を変えた技,発展技
のいずれかができる。 

エ③運動観察の方法や発表会
の仕方について，理解して
いる。 

エ①跳び箱運動の技の名称や

行い方について,学習した

具体例を挙げている。 

 
 
学習カード 
行動観察 
動画 

 

 

 

テスト 



（１）本時の目標 
  ・技の完成度を高めるための適切な練習方法を選択できるようにする。 
（２）本時の評価規準 
  ・技の完成度を高めるための適切な練習方法を選んでいる。【イ思考・判断④】 
（３）準備物 
  ・跳び箱,マット，セーフティマット，タブレット,CDデッキ,ホワイトボード，学習カ

ード 
（４）本時の展開  

本時 

学習活動 指導上の留意事項（◇） 
◆「努力を要する」状況と判断した生徒への指導の手立て 

評価規準 評価方法 

本時の課題を把握する〔１５分〕 

 
器械・器具の事前準備 

１ 集合，整列，出欠確認，
健康観察，挨拶 

 
２ 準備運動 
 ・ストレッチング 
 ・補強運動 
 ・感覚つくりの運動 
 
 
３ 本時のめあての確認 
 
 
 
 
 

 
 
◇一人一人の表情を見ながら健康観察
等を丁寧に行う。 

 
◇技に関連した動きにつなげるよう意
識させるために声かけを行う。 

◆動きの具体的なポイントを伝える。 

  

課題を発見し，解決に向けた練習〔２５分〕 

 
４ 頭はね跳びの個人練習 
＜練習のルール＞ 
・演技者は,手を上げて
「いきます」と言って
演技をする。 

・着地後はフィニッシュ
ポーズをする。 

・演技後はアドバイザー
にまわる。 

 
 
 
５ グループ学習① 

（４～５人） 
仲間の技の出来栄えを
確認する。 

 

 
◇助走から第一空中局面を意識させる。 
◇仲間のよい動きを発見し伝えさせる。 
◇着地にこだわることを意識させる。 
 
◆工夫した練習の場を設定する。 
 
 
 
 
 
 
 
◇演技採点シートを活用させながら，技
の出来栄えを確認させる。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

技の完成度を高めるための適切な練習方法を選ぼう。 

＜予想される生徒のつまずき＞ 
・踏み切りと着手が同時になってしまう。 
・踏み切りが弱く,腰とお尻が浮かない。 
・着地をしっかりと止まることができない。    など 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
６ グループ学習② 
  仲間からのアドバイス

をもとに練習方法を選
択 

 
 
 
７ 課題解決のための練習 

 
◇仲間の技の達成度や課題を解決するた
めの練習方法等のアドバイスを伝える
よう指導する。 

◆アドバイスが上手くできない生徒に声
かけや支援を行う。 

 
 
◇練習方法が適切かどうか考えることが
できる声かけを行う。 

◆学習カードを参考にするように指導す
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

【思考・判断】 

技の完成度を

高めるための

適切な練習方

法を選んでい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行動観察 

学 習 カ ー

ド 

本時の活動の振り返り〔１０分〕 

 
８ 整理運動，健康観察 
・ストレッチング 

 
９ 振り返り,まとめ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１０ 挨拶,片付け 
 

 
◇怪我や健康状態を確認する。 
 
 
◇本時のめあてや自己の課題について振
り返りをさせ,授業での肯定的評価を
加え次時へつなげる。 

 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

 

学 習 カ ー

ド 

＜期待する生徒の姿＞ 
・確認をしてもらい,改めて自己の課題を見付けることができた。 
・仲間からのアドバイスをもとに練習方法が見付かった。 
・自分に合った練習方法が見付かり,一つ一つ丁寧に練習を行ったら
技ができるようになった。 

・仲間に教えてもらった練習方法を試すと，技ができた。 

＜期待する課題解決のための練習方法＞ 
・前方倒立回転を跳び箱上から練習する。 
・セーフティマットへの前方倒立回転跳びを練習する。 
・跳び箱上からの側方倒立回転を練習する。 
・倒立からのブリッジを練習する。         など 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書計画 

技の完成度を高めるための適切な練習方法を選ぼう。 

 

＜本時の流れ＞ 

準備運動 

個人練習 

グループ学習 

課題解決練習 

振り返り・まとめ 

１１/２０ 器械運動 「跳び箱運動」 見る・聞く→考える・イメージ→実行・行動 

 本時のめあて                           課題発見→解決へ（工夫・練習） 

 

＜視点＞ 

①助走 踏み込み 踏み切り 

②第一空中局面 

③着手（踏み切りと同時×） 

④第二空中局面 

⑤着地 

＜本時のポイント＞ 

演技採点シートより,自己の課題を改めて発見する。 

↓ 

技の完成度を高めるための練習方法を選択する。 

↓ 

課題解決へ向けた練習を行う。 


